
火山
かざん

活動
かつどう

浅間山
あさまやま

の活動史
かつどうし

噴火口
ふんかこう

の位置
いち

と溶岩
ようがん

の性質
せいしつ

から、3 つに分類
ぶんるい

されている。

黒斑期
こくはんき

（-2.1万年前
まんねんまえ

）

現在
げんざい

の黒斑山は東
ひがし

に開いた
ひら

馬
ば

蹄形
ていけい

カルデラである。カルデラ形成
けいせい

以前
いぜん

は、現在
げんざい

の湯
ゆ

の平
たいら

付近
ふきん

に中心
ちゅうしん

火
か

道
どう

を持つ
も

およそ 2,800m の富士山型
ふじさんがた

の成層
せいそう

火山
かざん

であったと考えられて
かんが

いる。カルデラ形成
けいせい

は 2万 3 千年前
まん せんねんまえ

。玄武岩質
げんぶがんしつ

安山岩
あんざんがん

及び
およ

から安山岩質
あんざんがんしつ

の溶岩
ようがん

。このときに発生
はっせい

した岩屑
いわくず

なだれの

痕跡
こんせき

が前橋
まえばし

台地
だいち

や浅間山
あさまやま

周辺
しゅうへん

の流れ山
なが やま

として確認
かくにん

できる。火山
かざん

灰
ばい

により北関東
きたかんとう

ローム層
そう

の板
いた

鼻
はな

褐色
かっしょく

軽石
かるいし

（BP）層
そう

を形成
けいせい

。

仏岩期
ぶつがんき

（2.1-1.5万年前
まんねんまえ

）

浅間山
あさまやま

を南
みなみ

から見る
み

と山体
さんたい

右側
みぎがわ

に膨らみ
ふく

を確認
かくにん

する事
こと

ができる。これが仏岩
ほとけいわ

火山
かざん

である。

黒斑山
くろまだらやま

の山
さん

体
たい

崩壊後
ほうかいご

活動
かつどう

を開始
かいし

し最盛期
さいせいき

の山体
さんたい

の高度
こうど

は海抜
かいばつ

2,000m を越えた
こ

。粘性
ねんせい

に富む
と

紫蘇
しそ

輝石
きせき

・角閃
かくせん

石
いし

デイサイト質
しつ

の厚い
あつ

溶岩流
ようがんりゅう

が繰り返し
く かえ

流出
りゅうしゅつ

し緩
かん

傾斜
けいしゃ

の火山体
かざんたい

を形成
けいせい

した。1

万 5 千年前
まん せんねんまえ

の大規模
だいきぼ

噴火
ふんか

からしばらくしてその活動
かつどう

を終える
お

。万座
まんざ

鹿
か

沢口
ざわぐち

周辺
しゅうへん

に見られる
み

ベージュ

色
いろ

の崖
がけ

はこのときの噴出物
ふんしゅつぶつ

である。この噴火
ふんか

によってカルデラが形成
けいせい

されたと考えら
かんが

れている。

北関東
きたかんとう

ローム層
そう

の板
いた

鼻
はな

黄色
きいろ

軽石層
かるいしそう

（YP）を形成
けいせい

。

前掛期
まえかけき

（1.5万年前
まんねんまえ

-現在
げんざい

）

安山岩質
あんざんがんしつ

の複
ふく

成
せい

火山
かざん

で 仏岩
ほとけいわ

火山
かざん

の活動
かつどう

終了後
しゅうりょうご

、黒斑山
こくはんやま

と仏岩
ほとけいわ

火山
かざん

の中間
ちゅうかん

地点
ちてん

である浅間
あさま

前掛
まえかけ

火
か

山
ざん

（狭義
きょうぎ

の浅間
あさま

火山
かざん

）で噴火
ふんか

が始まった
はじ

。13層
そう

の降下
こうか

軽石層
けいせきそう

が確認
かくにん

され、大規模
だいきぼ

噴火
ふんか

の

噴火
ふんか

間隔
かんかく

は 700～800年
ねん

と考えられて
かんが

いる。大きな
おお

噴火
ふんか

としては 4世紀
せいき

、1108年
ねん

、1783年
ねん

のものが

知られ
し

、溶岩流
溶岩流

、火砕流
かさいりゅう

の噴出
ふんしゅつ

を伴って
ともな

いる。1108年
ねん

の噴火
ふんか

は1783年
ねん

の噴火
ふんか

の2倍
ばい

程度
ていど

の規模
きぼ

で

山頂
さんちょう

に小規模なカルデラ状
じょう

地形
ちけい

を形成
けいせい

した。現在
げんざい

は比較的
ひかくてき

平穏
へいおん

な活動
かつどう

をしているが、活動
かつどう

が

衰えて
おとろ

きたという兆候
ちょうこう

は認められない
みと

。

記録
きろく

に残る
のこ

主
おも

な噴火
ふんか

 685年
ねん

（天武天皇
てんむてんのう

14年
ねん

：飛鳥
あすか

時代
じだい

）（日本
にほん

書紀
しょき

）

 1108年
ねん

（嘉承
かしょう

3年
ねん

、天
てん

仁
じん

元年
がんねん

：平安
へいあん

時代
じだい

）天
てん

仁
じん

大規模
だいきぼ

噴火
ふんか

。30億トン
おく

と推定
すいてい

される噴出物
ふんしゅつぶつ

を伴う
ともな

大
だい

噴火
ふ ん か

。上野
こうずけの

国
くに

一帯
いったい

に噴出物
ふんしゅつぶつ

が降り積もり
ふ つ

、田畑
たはた

に壊滅的
かいめつてき

な打撃
だげき

をもたらした。「中右記
なかうき



http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%AD%E5%8F%B3%E8%A8%98」に記録
きろく

されている。復興
ふっこう

のた

めに開発
かいはつ

した田畑
たはた

を豪族
ごうぞく

が私
し

領化
りょうか

し、さらに荘園
そうえん

へと発展
はってん

した。この噴火
ふんか

は上野
こうずけの

国
くに

の荘園化
しょうえんか

を

促す
うなが

きっかけとなった。また、長野県側
ながのけんがわ

にも火砕流
かさいりゅう

（追分
おいわけ

火砕流
かさいりゅう

）約
やく

15Km程
ほど

駆け下り
か お

、湯川
ゆかわ

、小諸市
こもろし

石
いし

峠
とうげ

付近
ふきん

まで達し
たっ

た。天明
てんめい

の大噴火
だいふんか

よりも大規模
だいきぼ

な噴火
ふんか

だったとされている。

 1783年
ねん

8 月 5日
にち

（天明
てんめい

3年
ねん

7 月 8日
か

） 大噴火
だいふんか

。噴出物
ふんしゅつぶつ

総量
そうりょう

4.5×108m3

o その年
とし

の 4月
がつ

9日
か

（旧暦
きゅうれき

。以下
いか

この項目
こうもく

では同じ
おな

）に活動
かつどう

を再開
さいかい

した浅間山
あさまやま

は、5月
がつ

26日
にち

、6

月
がつ

27日
にち

と、1ヶ月
げつ

ごとに噴火
ふんか

と小康
しょうこう

状態
じょうたい

を繰り返し
く かえ

ながら活動
かつどう

を続けて
つづ

いた、6月
がつ

27日
にち

からは

噴火
ふんか

や爆発
ばくはつ

を毎日
まいにち

繰り返す
く かえ

ようになり、日
ひ

を追う
お

ごとに間隔
かんかく

は短く
みじか

なっていき、その激しさ
はげ

も

増し
ま

ていった。7
７

月
がつ

6
６

日
か

から7
７

月
がつ

8
８

日
か

の噴火
ふんか

で 3日間
にちかん

で大災害
だいさいがい

を引き起こした
ひ お

のである。北西
ほくせい

方向
ほうこう

に溶岩流（鬼押
おにお

し出し
だ

溶岩流
ようがんりゅう

）と北東
ほくとう

方向
ほうこう

に吾妻
あがつま

火砕流が発生
はっせい

、いずれも群馬県側
がわ

に

流下
りゅうか

した。その後
ご

、約
やく

3ヶ月
げつ

続いた
つづ

活動
かつどう

によって山腹
さんぷく

に堆積
たいせき

していた大量
たいりょう

の噴出物
ふんしゅつぶつ

が、

爆発
ばくはつ

・噴火
ふんか

の震動
しんどう

に耐えきれず
た

に崩壊
ほうかい

。これらが大規模
だいきぼ

な土石
どせき

なだれとなって北側
きたがわ

へ高速
こうそく

で

押し寄せた
お よ

。高速化
こうそくか

した巨大
きょだい

な流れ
なが

は、山麓
さんろく

の大地
だいち

をえぐり取りながら
と

流下
りゅうか

。嬬恋村
つまごいむら

鎌原
かんばら

地域
ちいき

と長野原
ながのはら

の一部
いちぶ

を壊滅
かいめつ

させ、さらに吾妻
あがつま

川
がわ

に流れ込み
なが こ

、一旦
いったん

川
かわ

を堰き止めた
せ と

。天然
てんねん

に

できたダムはすぐに決壊
けっかい

し、泥流
でいりゅう

となり大洪水
だいこうずい

を引き起こして
ひ お

吾妻
あずま

川沿い
がわぞ

の村々
むらむら

を

飲み込んだ
の こ

。本流
ほんりゅう

となる利根川
とねがわ

へと入り込み
はい こ

、現在
げんざい

の前橋市
まえばしし

あたりまで被害
ひがい

は及
およ

んだ。

増水
ぞうすい

した利根川
とねがわ

は押し流した
お なが

もの全て
すべ

を下流
かりゅう

に運んで
はこ

いく。このとき利根川
とねがわ

の支流
しりゅう

である

江戸川
えどがわ

にも泥流
でいりゅう

が流入
りゅうにゅう

して、多く
おお

の遺体
いたい

が利根川
とねがわ

の下流域
かりゅういき

と江戸川
えどがわ

に打ち上げ
う あ

られたの

である。このとき被災
ひさい

した死者
ししゃ

は、約
やく

1,500人
にん

に達した
たっ

（浅間焼泥押
あさまやきどろおし

）。

o 長らく
なが

溶岩流
ようがんりゅう

や火砕流
かさいりゅう

と考えられて
かんが

きたが、最も
もっと

被害
ひがい

が大きかった
おお

鎌原
かんばら

村
むら

（嬬恋村
つまごいむら

大字
おおあざ

鎌原
かんばら

地区
ちく

）の地質
ちしつ

調査
ちょうさ

をしたところ、天明
てんめい

3年
ねん

の噴出物
ふんしゅつぶつ

は全体
ぜんたい

の 5％ほどしかないことが

判明
はんめい

。また、1979年
ねん

から嬬恋村
つまごいむら

によって行われた
おこな

発掘
はっくつ

調査
ちょうさ

では、出土品
しゅつどひん

に焦げたり
こ

燃え
も

た

りしたものが極めて
きわ

少ない
すく

ことから、常温
じょうおん

の土石
どせき

が主成分
しゅせいぶん

であることがわかっている。また、

一部
いちぶ

は溶岩
ようがん

が火口
かこう

付近
ふきん

に堆積
たいせき

し溶結
ようけつ

し再流動
さいりゅうどう

して流下
りゅうか

した火砕
かさい

成
せい

溶岩
ようがん

の一部
いちぶ

であると

考
かんが

えられている。

o 江戸
えど

時代
じだい

の天明
てんめい

年間
ねんかん

には東北
とうほく

地方
ちほう

で約
やく

10万人
まんにん

の死者
ししゃ

を出した
だ

天明
てんめい

の大飢餓
だ い き が

が起きた
お

。

同じ
おな

天明
てんめい

年間
ねんかん

に浅間山
あさまやま

が天明
てんめい

の大噴火
だいふんか

を起こして
お

いることから、浅間山
あさまやま

の影響
えいきょう

で飢饉
ききん

が

起こっ
お

たと長い間
なが あいだ

認識
にんしき

されてきた。しかし、天明
てんめい

の大飢饉
だいききん

は天明
てんめい

の大噴火
だいふんか

の前
まえ

に起
お

こって

おり、また大飢饉
だいききん

の前
まえ

にアイスランドでラカギガルの大
だい

噴火
ふ ん か

により大量
たいりょう

のエアロゾルが放出
ほうしゅつ

されていたことがわかったため、気象的
きしょうてき

条件
じょうけん

からもラカギガルの影響
えいきょう

が強い
つよ

と今日
きょう

では見
み

ら



れている。ラカギガルのエアロゾルはフランスでも不作
ふさく

を招き
まね

、後
あと

のフランス革命
かくめい

の遠因
えんいん

の

一つ
ひと

になったという。また、気象
きしょう

変動
へんどう

ではないが、火山
かざん

灰
ばい

はロンドンでも記録
きろく

されている。

浅間山
あさまやま

の防災
ぼうさい

過去
かこ

の噴火事例
じれい

から避難
ひなん

経路
けいろ

などを取りまとめた
と

ハザードマップの作成
さくせい

が行わ
おこな

れている

また、群馬県
ぐんまけん

側
がわ

の吾妻
あがつま

川
がわ

には、過去
かこ

に山体
さんたい

崩壊
ほうかい

に伴い
ともな

大規模
だいきぼ

な土石流が流下
りゅうか

し、前橋市
まえばしし

付近
ふきん

までの広
ひろ

い

地域
ちいき

に土砂
どしゃ

が堆積
たいせき

した形跡
けいせき

があることから、長期的
ちょうきてき

にみれば極めて
きわ

大規模
だいきぼ

な防災
ぼうさい

対策
たいさく

が必要
ひつよう

である。

気象庁
きしょうちょう

、東京
とうきょう

大学
だいがく

地震
じしん

研究所
けんきゅうしょ

等
など

により 365日
にち

24時間
じかん

の観測
かんそく

が行われて
おこな

いる。

観光
かんこう

登山
とざん

外輪山
がいりんざん

の黒斑山
こくはんやま

方面
ほうめん

から望む
のぞ

浅間山
あさまやま

浅間山
あさまやま

の火口
かこう

付近
ふきん

は、火山
かざん

噴火
ふんか

に伴い
ともな

、1972 年より立ち入り
た い

が禁止
きんし

されてきた。その後
ご

沈静期
ちんせいき

には規制
きせい

が

解
かい

除された
じょ

こともあるが、その火山
かざん

活動
かつどう

に応じて
おう

地元
じもと

自治体
じちたい

より火口
かこう

からの一定
いってい

の直線
ちょくせん

距離
きょり

以内
いない

が

立入禁止
たちいりきんし

区域
くいき

として登山
とざん

規制
きせい

になることがある。そのため、登山者
とざんしゃ

は最新
さいしん

情報
じょうほう

を入手
にゅうしゅ

し注意
ちゅうい

する必要
ひつよう

があ

る。ただし、登山
とざん

規制
きせい

が緩和
かんわ

された場合
ばあい

でもあくまでも目安的
めやすてき

なものであり、大自然
だいしぜん

相手
あいて

に 100%の安全
あんぜん

を

保証
ほしょう

するものではなく、登山
とざん

の安全
あんぜん

に関して
かん

は自己責任が求められる
もと

。特
とく

に、火山
かざん

ガスは危険
きけん

であり、警戒
けいかい

を呼びかけて
よ

いる。 1922 年（大正 11年
ねん

）7月
がつ

に、深田久弥が高等
こうとう

学校
がっこう

一年生
いちねんせい

の時
とき

に登頂
とうちょう

。

浅間山
あさまやま

の周辺
しゅうへん

のスポット

 浅間山
あさまやま

の南麓
なんろく

、長野県側
ながのけんがわ

には軽井沢町
かるいざわまち

が、北麓
ほくろく

の群馬県側
ぐんまけんがわ

には吾妻郡
あがつまぐん

嬬恋村
つまごいむら

と長野原町
ながのはらまち

北軽井沢
きたかるいさわ

があり、風光
ふうこう

明媚
めいび

な避暑地
ひしょち

として古く
ふる

から開発
かいはつ

が進んで
すす

いる。

 過去
かこ

に流出
りゅうしゅつ

した溶岩流の跡
あと

が鬼押出し園及び
およ

鬼押出し・浅間園として整備
せいび

されている。浅間
あさま

園内
えんない

に浅
あさ

間山
まやま

博物館
はくぶつかん

がある。

 火山
かざん

噴出物
ふんしゅつぶつ

が堆積
たいせき

した水
すい

平面
へいめん

から湧水が噴き出す
ふ だ

白糸
しらいと

の滝
たき

が名所
めいしょ

となっている。



浅間山
あさまやま

熔岩樹型
ようがんきかた

天明
てんめい

3年
ねん

の浅間山
あさまやま

大噴火
だいふんか

の際
さい

、火砕流
かさいりゅう

が発生
はっせい

して群馬県側
ぐんまけんがわ

に流れ
なが

、原生
げんせい

林
りん

に到達
とうたつ

。高熱
こうねつ

の火砕流
かさいりゅう

は木
き

を

包
つつ

み込む
こ

ように流れ
なが

、生えて
は

いた樹木
じゅもく

が燃え落ちた
も お

。やがて木
き

の燃えかす
も

が朽ちて
く

井戸
いど

のような穴
あな

だけが

残った
のこ

ものである（「溶岩樹型
ようがんじゅかた

」という名称
めいしょう

ではあるが、実際
じっさい

には火砕流
かさいりゅう

によって形成
けいせい

されたものであること

がわかっている）。嬬恋村
つまごいむら

には樹型
きがた

が数百個
すうひゃくこ

見つかって
み

おり、そのうちの約
やく

百個
ひゃくこ

は嬬恋村
つまごいむら

教育
きょういく

委員会
いいんかい

の手
て

によって樹型内
じゅかたない

に溜まった
た

土
つち

や枯れ葉
か は

を定期的
ていきてき

に除去
じょきょ

する保護
ほご

活動
かつどう

と周囲
しゅうい

の整備
せいび

が続けられて
つづ

いる。樹型
じゅかた

の大きさ
おお

は直径
ちょっけい

数十センチ
すうじゅっ

、深さ
ふか

1 メートルほどの小さな
ちい

ものから、大きな
おお

ものでは直径
ちょっけい

2 メートルを超
こ

え、

深さ
ふか

が 5 メートル以上
いじょう

に及ぶ
およ

巨大
きょだい

なものまである。樹型内
じゅかたない

にはヒカリゴケが群生
ぐんせい

しているものもあり、整備
せいび

さ

れた区域
くいき

では樹型
じゅがた

と併せて
あわ

容易
ようい

に観察
かんさつ

することができる。 昭和
しょうわ

15年
ねん

（1940 年）8月
がつ

30日
にち

、国
くに

から天然
てんねん

記念物
きねんぶつ

に指定
してい

された。

動植物
どうしょくぶつ

浅間山
あさまやま

はシラビソやオオシラビソを中心
ちゅうしん

とした亜
あ

高山帯
こうざんおび

の自然
しぜん

植生
しょくせい

を残し
のこ

、その周辺
しゅうへん

にカラマツの天然
てんねん

林
りん

が広がり
ひろ

、野生
やせい

の動物
どうぶつ

が多数
たすう

生息
せいそく

している。その中
なか

でも、イヌワシやツキノワグマなどの生息地
せいそくち

として

重要
じゅうよう

であることから国
くに

指定
してい

浅間
あさま

鳥 獣
ちょうじゅう

保護
ほ ご

区
く

（大規模
だいきぼ

生息地
せいそくち

）に指定
してい

されている（面積
めんせき

32,218ha、うち特別
とくべつ

保護
ほご

地区
ちく

947ha）。


